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(57)【要約】
【課題】ＯＳＵ１００／１００の最大発熱速度および２分発熱の要件を満たす透明窓ガラ
スを備える航空機の窓を開示する。
【解決手段】この窓ガラスは、（コ）ポリカーボネートおよび臭素置換オリゴカーボネー
トを、前記オリゴカーボネート対前記（コ）ポリカーボネートの重量比０．１１１２～１
において含有する。１，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメ
チルシクロヘキサンの残基をコポリカーボネートの重量に対して３７パーセント超含むコ
ポリカーボネートは、本発明の（コ）ポリカーボネート樹脂の範囲から除かれる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（コ）ポリカーボネートおよび臭素置換オリゴカーボネートを含有し、前記オリゴカー
ボネート対前記（コ）ポリカーボネートの重量比が０．１１１２～１であり、前記（コ）
ポリカーボネートがその分子構造中に１，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３
，３，５－トリメチル－シクロヘキサンの残基を（コ）ポリカーボネートの重量に対して
３７パーセント以下含む、ＯＳＵ１００／１００の最大発熱速度および２分発熱要件を満
たす透明窓ガラスを備える航空機の窓。
【請求項２】
　前記比が０．１７６～０．６６７である、請求項１に記載の窓。
【請求項３】
　前記比が０．２５０～０．５３８である、請求項１に記載の窓。
【請求項４】
　前期比が０．３５１～０．４９３である、請求項１に記載の窓。
【請求項５】
　該オリゴカーボネートが
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、Ｈ、Ｂｒ、またはＣＨ３であ
る（ただし、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４の少なくとも一つはＢｒである。）。）
である、請求項１に記載の窓。
【請求項６】
　前記オリゴカーボネートが、フェニル、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、クミル、ノニ
ルフェニルおよびｉｓｏ－ノニルフェニル基からなる群から選択される末端基を含む、請
求項５に記載の窓。
【請求項７】
　該オリゴカーボネートが
【化２】

である、請求項２に記載の窓。
【請求項８】
　該窓ガラスが押出品である、請求項１に記載の窓。
【請求項９】
　該窓ガラスが射出成形品である、請求項１に記載の窓。
【請求項１０】
　該（コ）ポリカーボネートがその分子構造中に１，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェ
ニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサンの残基を（コ）ポリカーボネートの重量
に対して３７パーセント以下含む、請求項１に記載の窓。



(3) JP 2009-84558 A 2009.4.23

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、航空機の窓、特にＯＳＵ１００／１００として知られているオハイオ州立大
学試験（Ｔｈｅ　Ｏｈｉｏ　Ｓｔａｔｅ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｔｅｓｔ）の耐燃性要
件を満たす窓、に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代の市販の航空機の内装は、ポリマー樹脂を含むいくつかの部品を含む。これらの中
に航空機の窓の内部を形成する透明グレーチング窓ガラス（ｇｌａｚｉｎｇ　ｐａｎｅ）
（これらは場合によっては「ダストカバー」とも呼ばれる。）がある。それらの光学特性
（最大光透過率および最小曇り値）に加えて、これらの窓ガラスは耐燃性に対する厳しい
要求を満たすことが必要とされている。
【０００３】
　そのような窓ガラスを製造するための従来の材料であるポリカーボネート樹脂それ自体
は、そのような部品の容認基準を定める発熱試験方法によって負わされる規格（ＯＳＵ１
００／１００として知られている。）に合わない。ＯＳＵ１００／１００における１００
／１００は、最大発熱速度（Ｐｅａｋ　Ｈｅａｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｒａｔｅ）（以下、
ＰＨＲＲという。）および２分発熱（２　ｍｉｎ　Ｈｅａｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ）（以下、
２ＭＨＲという。）をいう。条件を満たす材料であるために、両方のパラメータが１００
ｋＷ／ｍ２以下である必要がある。当然、窓ガラスの光学特性は、ＡＳＴＭ　Ｅ－３１３
によって厚さ２ｍｍの試験片上で決定される少なくとも６０％、好ましくは少なくとも７
０％、より好ましくは少なくとも８０％の総光透過値（Ｔｏｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）および１０％以下、好ましくは５％以下の曇り値を含
む。
【０００４】
　よく知られている規格ＵＬ－９４に合う難燃ポリカーボネート樹脂が市販されているが
、これらの樹脂は、より厳しいＯＳＵ試験の要件に及ばない。すなわち、ＵＬ－９４試験
の条件下でよく評価される樹脂が必ずしもＯＳＵ　ＰＨＲＲおよび２ＭＨＲ試験に記述さ
れる要件を満たすとは限らない。例えば、Ｍａｋｒｏｌｏｎ　６４８５ポリカーボネート
は、厚さ１．５ｍｍ以上においてＶ－０と評価され、厚さ３ｍｍ以上において５ＶＡと評
価される製品であるが、厚さ２ｍｍにおいてこの樹脂に関するＰＨＲＲおよび２ＭＨＲ値
がそれぞれ２２８ｋＷ／ｍ２および１９０ｋＷ／ｍ２であるのでＯＳＵ発熱試験に不合格
になる。更に、ＯＳＵ１００／１００の要件を満たす樹脂は、必ずしもＵＬ９４－Ｖ０規
格に合うわけではない。
【０００５】
　この技術には特に米国特許第６，８７２，７９８号が含まれており、それには二以上の
層を含み、少なくとも一つの層の限界酸素指数（ＬＯＩ）が２９未満であり、かつ、少な
くとも一つの層のＬＯＩ値が２９超である、熱可塑的に成形された防炎性ポリカーボネー
ト複合材料が開示されている。種々の既知の難燃剤のいずれが開示される複合物との関連
で使用されてもよい。
【０００６】
　米国特許出願第２００６－０２２８５５８号は、オハイオ州立大学発熱試験のＦＡＡ耐
熱性基準を満たすポリカーボネート製の透明内層を有する航空機の窓に関する。そのよう
な層の組成の構成は記述されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明の要旨
　ＯＳＵ１００／１００の最大発熱速度および２分発熱要件を満たす透明窓ガラスを備え
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
この窓ガラスは、（コ）ポリカーボネートおよび臭素置換オリゴカーボネートを前記オリ
ゴカーボネート対前記（コ）ポリカーボネートの重量比０．１１１２～１で含有する。１
，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサンの
残基を（コ）ポリカーボネートの重量に対して３７パーセント超含むコポリカーボネート
は本発明の（コ）ポリカーボネート樹脂の範囲から除かれる。
【０００９】
　発明の詳細な説明
　本発明の明細書中で使用される用語ポリカーボネートは、ホモポリカーボネート、コポ
リカーボネート（ポリエステルカーボネートを含む。）をいい、以下に記述される特定の
コポリカーボネートを除く。ポリカーボネートは既知であり、その構造および製造方法は
、例えば、米国特許第３，０３０，３３１号；第３，１６９，１２１号；第３，３９５，
１１９号；第３，７２９，４４７号；第４，２５５，５５６号；第４，２６０，７３１号
；第４，３６９，３０３号；第４，７１４，７４６号および第６，３０６，５０７号に記
述されている（これらは全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。ポリ
カーボネートは、通常、重量平均分子量１０，０００～２００，０００、好ましくは２０
，０００～８０，０００を有し、それらのＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８による３００℃におけ
る溶融流量は約１～約６５ｇ／１０分、好ましくは約２～３５ｇ／１０分である。それら
は、例えば、既知の二相界面法（ｄｉｐｈａｓｉｃ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓ）によって、炭酸誘導体、例えばホスゲン、およびジヒドロキシ化合物から重縮合によ
って製造され得る（独国公開特許第２，０６３，０５０号；第２，０６３，０５２号；第
１，５７０，７０３号；第２，２１１，９５６号；第２，２１１，９５７号および第２，
２４８，８１７号；仏国特許第１，５６１，５１８号；並びにＨ．Ｓｃｈｎｅｌｌによる
モノグラフ“Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏ
ｎａｔｅｓ”，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，ニューヨーク，ニュ
ーヨーク，１９６４年参照（全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。
）。
【００１０】
　本明細書中、本発明のポリカーボネートの製造に好適なジヒドロキシ化合物は、構造式
（１）または（２）
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【化１】

（式中、
　Ａ　は、炭素原子を１～８個有するアルキレン基、炭素原子を２～８個有するアルキリ
デン基、炭素原子を５～１５個有するシクロアルキレン基、炭素原子を５～１５個有する
シクロアルキリデン基、単結合、カルボニル基、酸素原子、硫黄原子、－ＳＯ－または－
ＳＯ２または
【化２】

の基であり；
　ｅおよびｇ　は、両方とも０～１の数であり；
　Ｚ　は、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＣ１～Ｃ４－アルキルであり、いくつかのＺ基が一つの
アリール基の置換基である場合、それらは同一であっても互いに異なっていてもよく；
　ｄ　は、０～４の整数であり；かつ
　ｆ　は、０～３の整数である。）
のジヒドロキシ化合物である。
【００１１】
　ジヒドロキシ化合物の中で本発明の実施に有用なジヒドロキシ化合物は、ヒドロキノン
、レソルシノール、ビス－（ヒドロキシフェニル）－アルカン、ビス－（ヒドロキシフェ
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ニル）－エーテル、ビス－（ヒドロキシフェニル）－ケトン、ビス－（ヒドロキシ－フェ
ニル）－スルホキシド、ビス－（ヒドロキシフェニル）－スルフィド、ビス－（ヒドロキ
シフェニル）－スルホン、およびα，α－ビス－（ヒドロキシフェニル）－ジイソプロピ
ルベンゼン、並びにそれらの核アルキル化化合物である。これらおよび更なる好適な芳香
族ジヒドロキシ化合物は、例えば、米国特許第５，１０５，００４号；第５，１２６，４
２８号；第５，１０９，０７６号；第５，１０４，７２３号；第５，０８６，１５７号；
第３，０２８，３５６号；第２，９９９，８３５号；第３，１４８，１７２号；第２，９
９１，２７３号；第３，２７１，３６７号；および第２，９９９，８４６号に記述されて
いる（これらは全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。
【００１２】
　好適なビスフェノールの更なる例は、２，２－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－
プロパン（ビスフェノールＡ）、２，４－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－２－メチ
ル－ブタン、１，１－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサン、α，α’－
ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，２－ビス－（
３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン、２，２－ビス－（３－クロロ－４－
ヒドロキシフェニル）－プロパン、ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル
）－メタン、２，２－ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン
、ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－スルフィド、ビス－（３，５
－ジメチル－４－ヒドロキシ－フェニル）－スルホキシド、ビス－（３，５－ジメチル－
４－ヒドロキシフェニル）－スルホン、ジヒドロキシ－ベンゾフェノン、２，４－ビス－
（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサン、α，α’－ビス－（
３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－ｐ－ジイソプロピル－ベンゼン、１，１
－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、４，
４’－ジヒドロキシジフェニル、および４，４’－スルホニルジフェノールである。
【００１３】
　重要なことに、１，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメチ
ルシクロヘキサンの残基を（コ）ポリカーボネートの重量に対して３７パーセント超、好
ましくは２５パーセント超、最も好ましくは１５パーセント超含むコポリカーボネートが
本発明の（コ）ポリカーボネート樹脂の範囲から除かれる（用語「残基」は、ジヒドロキ
シ化合物のヒドロキシル基の水素原子を除くジヒドロキシ化合物関連構造をいう。）。
【００１４】
　特に好ましいビスフェノールの例は、２，２－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－
プロパン、２，２－ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン；
１，１－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサンおよび４，４’－ジヒドロ
キシフェニルである。
【００１５】
　最も好ましいジフェノールは、２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－プロパン
（ビスフェノールＡ）である。
【００１６】
　本発明のポリカーボネートは、構造中に一種類以上の芳香族ジヒドロキシ化合物から誘
導されるユニットを含み得る。
【００１７】
　本発明のポリカーボネートは、更にその中に分枝剤として少量、例えば０．０５～２．
０ｍｏｌ％（ビスフェノールに対して）のポリヒドロキシ化合物を縮合させることによっ
て分枝されてもよい。ポリカーボネート中で好適な分枝剤は、既知であり、米国特許第４
，１８５，００９号；第５，３６７，０４４号；第６，５２８，６１２号；および第６，
６１３，８６９号（参照することによって本明細書中に組み込まれる。）に開示される化
合物が挙げられ、好ましい分枝剤としては、イサチンビスクレゾールおよび１，１，１－
トリス－（４－ヒドロキシフェニル）エタン（ＴＨＰＥ）が挙げられる。
【００１８】



(7) JP 2009-84558 A 2009.4.23

10

20

30

40

　このタイプのポリカーボネートは、例えば、独国公開特許第１，５７０，５３３号；第
２，１１６，９７４号および第２，１１３，３７４号；英国特許第８８５，４４２号およ
び第１，０７９，８２１号並びに米国特許第３，５４４，５１４号に開示されている。以
下は、この目的に使用され得るポリヒドロキシル化合物のいくつかの例である：フロログ
ルシノール；４，６－ジメチル－２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシ－フェニル）－ヘ
プタン；１，３，５－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ベンゼン；１，１，１－トリ
－（４－ヒドロキシフェニル）－エタン；トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－フェニル
メタン；２，２－ビス－［４，４－（４，４’－ジヒドロキシジフェニル）］－シクロヘ
キシル－プロパン；２，４－ビス－（４－ヒドロキシ－１－イソプロピリジン）－フェノ
ール；２，６－ビス－（２’－ジヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－４－メチル－フ
ェノール；２，４－ジヒドロキシ安息香酸；２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２
，４－ジヒドロキシ－フェニル）－プロパンおよび１，４－ビス－（４，４’－ジヒドロ
キシトリフェニルメチル）－ベンゼン。別の多官能性化合物の中には、２，４－ジヒドロ
キシ－安息香酸、トリメシン酸、塩化シアヌルおよび３，３－ビス－（４－ヒドロキシフ
ェニル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロインドールがある。
【００１９】
　上記重縮合プロセスに加えて、本発明のポリカーボネートの別の製造プロセスは、均一
相における重縮合およびエステル交換である。好適なプロセスが、米国特許第３，０２８
，３６５号；第２，９９９，８４６号；第３，１５３，００８号；および第２，９９１，
２７３号に開示されている（全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。
【００２０】
　ポリカーボネートの製造に好ましいプロセスは、界面重縮合プロセスである。本発明の
ポリカーボネートの形成における別の合成方法、例えば、米国特許第３，９１２，６８８
号（参照することによって本明細書中に組み込まれる。）に開示されている方法、が使用
されてもよい。好適なポリカーボネート樹脂は、例えば、ペンシルヴェニア州ピッツバー
グのＢａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商標名Ｍａｋｒｏｌｏｎ
で市販されている。
【００２１】
　本発明との関連で好適な難燃剤は、臭素置換オリゴカーボネートである。分子構造が少
なくともいくつかの
【化３】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、Ｈ、ＢｒまたはＣＨ３である
（ただし、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４の少なくとも一つはＢｒである。）。）
のユニット含むオリゴカーボネートが特に好適である。好ましいオリゴカーボネートは、
末端基として、フェニル、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、クミル、ノニルフェニルおよ
びｉｓｏ－ノニルフェニル基からなる群から選択される少なくとも一つのメンバーを含む
。
【００２２】
　オリゴカーボネートの重量に対して４０パーセント超、好ましくは５０～５５パーセン
トの臭素含量を有し、かつ
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【化４】

の構造を有するオリゴカーボネートが最も好適である。
【００２３】
　（コ）ポリカーボネートの重量に対する含まれる臭素置換オリゴカーボネートの重量は
、０．１１１２～１、好ましくは０．１７６～０．６６７、より好ましくは０．２５０～
０．５３８、最も好ましくは０．３５１～０．４９３である。
【００２４】
　本発明の組成物は、更に、一種類以上の常套の機能性添加剤、例えば、帯電防止剤、酸
化防止剤、別の難燃剤、滑剤、離型剤、着色剤、蛍光増白剤およびＵＶ安定剤、を含み得
る。好適なＵＶ吸収剤としては、ヒドロキシベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾトリアゾ
ール、ヒドロキシベンゾトリアジン、シアノアクリレート、オキサニリド、およびベンゾ
オキサジノンが挙げられる。好適な安定剤としては、カルボジイミド、例えばビス－（２
，６－ジイソプロピルフェニル）カルボジイミドおよびポリカルボジイミド；ヒンダード
アミン光安定剤；ヒンダードフェノール（例えばＩｒｇａｎｏｘ　１０７６（ＣＡＳ番号
２０８２－７９－３）、Ｉｒｇａｎｏｘ　１０１０（ＣＡＳ番号６６８３－１９－８）；
ホスフィット（例えばＩｒｇａｆｏｓ　１６８、ＣＡＳ番号３１５７０－０４－４；Ｓａ
ｎｄｏｓｔａｂ　Ｐ－ＥＰＱ、ＣＡＳ番号１１９３４５－０１－６；Ｕｌｔｒａｎｏｘ　
６２６、ＣＡＳ番号２６７４１－５３－７；Ｕｌｔｒａｎｏｘ　６４１、ＣＡＳ番号１６
１７１７－３２－４；Ｄｏｖｅｒｐｈｏｓ　Ｓ－９２２８、ＣＡＳ番号１５４８６２－４
３－８）、トリフェニルホスフィン、および亜リン酸が挙げられる。好適な加水分解安定
剤としては、エポキシド、例えばＪｏｎｃｒｙｌ　ＡＤＲ－４３６８－Ｆ、Ｊｏｎｃｒｙ
ｌ　ＡＤＲ－４３６８－Ｓ、Ｊｏｎｃｒｙｌ　ＡＤＲ－４３６８－Ｌ、脂環式エポキシ樹
脂ＥＲＬ－４２２１（ＣＡＳ番号２３８６－８７－０）が挙げられる。好適な別の難燃剤
としては、リン化合物、例えば、トリブチルホスフェート、トリフェニルホスフェート、
トリクレシルホスフェート、ジフェニルクレシルホスフェート、ジフェニルオクチルホス
フェート、ジフェニル－２－エチルクレシルホスフェート、トリ－（イソプロピルフェニ
ル）ホスフェート、メチルホスホン酸ジメチルエステル、メチルホスホン酸ジフェニルエ
ステル、フェニルホスホン酸ジエチルエステル、トリフェニルホスフィンオキシド、トリ
クレシルホスフィンオキシドおよびハロゲン化化合物が挙げられる。
【００２５】
　そのような安定剤添加剤は、当業者に既知であり、標準的な参考資料、例えば“Ｐｌａ
ｓｔｉｃｓ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ”，第５版，Ｈ．Ｚｗｅｉｆｅｌ編
，Ｈａｎｓｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓに開示されている（参照することによって本明細
書中に組み込まれる。）。これらの添加剤は、有効量で、好ましくはポリカーボネートの
総重量に対して０．０１から全部で約３０％までで使用され得る。
【００２６】
　本発明の成形組成物は、熱可塑性プロセスのいずれか（射出成形および押出を含む）に
よる航空機の窓用の透明窓ガラス（「ダストカバー」）の製造に好適である。
【００２７】
　発熱の標準的な試験方法は、ＦＡＲ　２５．８５３，付録Ｆ，パートＩＶ中に見られる
ようなオハイオ州立大学発熱試験である。ＯＳＵ１００／１００中の１００／１００は、
最大発熱速度（以下、ＰＨＲＲという）および２分発熱（以下、２ＭＨＲという）をいう
。条件を満たすために、試験される材料の両方のパラメータが１００ｋＷ／ｍ２以下であ
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る必要がある。
【実施例】
【００２８】
　以下の組成物を通常の方法で製造し、試験した。
【００２９】
　組成物の製造に使用された材料は以下のものである。
　ＰＣ－Ａ：Ｍａｋｒｏｌｏｎ　１２３９ビスフェノールＡベースの分枝ホモポリカーボ
ネート、重量平均分子量３３０００～３６５００、メルトフローインデックス３．５ｇ／
１０分、Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣ製（メルトフローインデ
ックスの示される値は、３００℃、１．２ｋｇにおいてＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８によって
決定される。）。
　ＰＣ－Ｂ：Ｍａｋｒｏｌｏｎ　２８０８ビスフェノールＡベースの直鎖ホモポリカーボ
ネート、重量平均分子量２７５００～２９５００、メルトフローインデックス１０ｇ／１
０分、Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣ製。
　ＰＣ－Ｃ：Ｍａｋｒｏｌｏｎ　３２０８ビスフェノールＡベースの直鎖ホモポリカーボ
ネート、重量平均分子量３２０００～３４０００、メルトフローインデックス４．５ｇ／
１０分、Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣ製。
　ＢＯＣ：
【化５】

のビスフェノールＡベースの四臭化オリゴカーボネート、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ製。
【００３０】
　下記のいくつかの組成物において使用される、以下に列挙される材料は、熱可塑性ポリ
カーボネート成形組成物との関連で有用性が知られている。単独であっても他との組み合
わせであっても、いずれも本発明との関連で必須であると考えられていない。
【００３１】
　塩：スルホン酸アルカリ金属塩。
　ＵＶＡ：常套のＵＶ吸収剤。
　ＰＢＴ：ポリブチレンテレフタレート。
　ＭＲＡ：離型剤。
　ＴＨＳ：熱安定剤。
【００３２】
　比較例は、それぞれ、ＰＣおよび本発明の範囲外の難燃剤を含んだ。用語ＰＦＲは、

【化６】

（式中、ｎは１～５である。）
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のホスフェート難燃剤をいい、ＢＦＲは、
【化７】

の臭素置換ホスフェート（トリス（３－ブロモ－２，２（ブロモエチル）プロピル）ホス
フェート）をいう。
【００３３】
　表１に示される実施例１、２および５のポリカーボネート（ＰＣ）は、ＰＣ－Ａであっ
た。実施例３および４のポリカーボネート樹脂は、それぞれ、ＰＣ－ＣおよびＰＣ－Ｂで
あった。
【００３４】
　表１

【００３５】
　表１の実施例１、２、３および４の組成物は、本発明の典型である。オリゴカーボネー
ト対（コ）ポリカーボネートの重量比が本発明の範囲外である実施例５は、２ＭＨＲに対
する燃焼性要件に合わず、従って、本発明の窓の製造に不適当である。
【００３６】
　表２に示される実施例６～１２の組成物は、表にされる重量比で分枝ＰＣおよびＢＯＣ
を含んだ。これらの組成物は、更に、上記常套の添加剤を含んだ。
【００３７】
　表２

【００３８】
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　本発明の範囲外の組成物１３～１５（表３）は、分枝ポリカーボネートおよび示される
量のホスフェート難燃剤（実施例１３および１４）または本発明の範囲外の臭素置換ホス
フェート難燃剤（実施例１５）を含んだ。これらの組成物は、ＯＳＵ１００／１００の要
求に及ばず、従って本発明の窓の製造に不適当である。
【００３９】
　表３

【００４０】
　表４において１６～１８として例示される組成物は、分枝ポリカーボネートベースであ
り、本発明の臭素置換オリゴカーボネート（ＢＯＣ）をそれぞれの比によって示される量
で含む。ＯＳＵ１００／１００の厳しい要件を満たすこれらの組成物は、従って、本発明
の窓の製造に好適である。
【００４１】
　表４

【００４２】
　表５中に１９～２１として例示される組成物は、ビスフェノールＡと１，１－ビス－（
４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサンとのコポリカーボ
ネート（コポリカーボネート中の１，１－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３
，５－トリメチルシクロヘキサンの量は、コポリカーボネートの重量に対して４２パーセ
ントである。）および臭素置換オリゴカーボネート（ＢＯＣ）をそれぞれの比によって示
される量で含む。これらの組成物は、ＯＳＵ１００／１００の要件に合わず、従って、本
発明の窓の製造に不適当である。
【００４３】
　表５

【００４４】
　表６中に実施例２４～２６として示される組成物は、ビスフェノールＡと４，４’－ジ
ヒドロキシジフェニル３０モルパーセント（パーセントは、芳香族ジヒドロキシ化合物の
総モル量に基づく）とのコポリカーボネートおよび臭素置換オリゴカーボネート（ＢＯＣ
）をそれぞれの比によって示される量で含んだ。実施例２２および２３において、これら
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の比は、保護の範囲外であり、ＯＳＵ１００／１００の要件に合わないこれらの組成物は
、本発明の窓の製造に不適当な材料と見なされる。実施例２４は、本発明による条件を満
たす材料である。
【００４５】
　表６

【００４６】
　本発明を説明の目的で上記に詳細に説明したが、そのような詳細は、請求項によって規
定されるものを除いて、もっぱら説明の目的のためであって、変更が発明の精神および範
囲から逸脱しない限り当業者によってなされ得ると解釈されるべきである。
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